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連
合
会
会
長

　
渡
　
辺
　
哲
　
夫

　
日
頃
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
今
、
私
た
ち
が
直
面
す
る
生
活
課
題
・
福
祉
課
題
は
非

常
に
多
様
化
・
深
刻
化
、
そ
し
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
化
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
２
０
４
０
年
推
計
に
よ
れ
ば
、「
単
独
世
帯
」

３
９.

３
％
、「
夫
婦
の
み
の
世
帯
」
２
１.

１
％
、「
ひ
と
り
親
と

子
供
か
ら
成
る
世
帯
」
９.

７
％
と
割
合
が
増
加
。
ひ
き
こ
も
り

の
人
（
15
歳
〜
64
歳
）
は
２
０
２
２
年
内
閣
府
調
査
に
よ
り
全
国

で
１
４
６
万
人
（
40
歳
以
上
約
61
万
人
）。
児
童
虐
待
相
談
件
数

に
つ
い
て
も
、
２
０
２
１
年
２
０
７，
６
５
９
件
で
少
子
化
に
も

関
わ
ら
ず
、
２
０
１
７
年
の
１.

５
５
倍
増
の
推
移
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
多
岐
に
わ
た
る
生
活
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
時
代
ゆ
え
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
は

重
要
で
あ
り
、
原
点
に
帰
っ
た
活
動
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
で
あ
る

〇
隣
人
愛
を
も
っ
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る

〇
常
に
地
域
社
会
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
る

〇�

誠
意
を
も
っ
て 

あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
自
立
の
援

助
に
努
め
る

〇�

す
べ
て
の
人
々
と
協
力
し 

明
朗
で
健
全
な
地
域
社
会
づ
く
り

に
努
め
る

〇�

常
に
公
正
を
旨
と
し
人
格
と
識
見
の
向
上
に
努
め
る

　
そ
し
て
児
童
憲
章
（
前
文
）

　�

わ
れ
ら
は
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
し
た
が
い
、
児
童
に
対
す

る
正
し
い
観
念
を
確
立
し
、
す
べ
て
の
児
童
の
幸
福
を
は
か
る

た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
る
。

〇
児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
る

〇
児
童
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る

〇
児
童
は
、
よ
い
環
境
の
中
で
育
て
ら
れ
る

　
以
上
の
信
条
・
憲
章
を
心
に
強
く
刻
み
、
人
の
役
に
立
ち
、
自

分
自
身
の
成
長
と
心
豊
か
に
な
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
各
位
へ
の
ご
支
援
・
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和４年 12 月 1 日令和４年 12 月 1 日    
民生委員・児童委員委嘱状及び感謝状伝達式民生委員・児童委員委嘱状及び感謝状伝達式

ふ

だ
ん
の

だ
ん
の  

く

ら
し
の

ら
し
の

し

あ
わ
せ
の
た
め
に

あ
わ
せ
の
た
め
に
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民生委員・児童委員の日民生委員・児童委員の日
活動活動強化強化週間週間

東部地区民生委員児童委員協議会
副会長　　高木　四郎

　民生委員・児童委員の日活動強化週間に、芦原温泉
駅西口賑わい施設「アフレア」の広場に民生委員・児
童委員の懸垂幕設置をしようと機運が盛り上がり、委
員がデザインした懸垂幕を設置して広く市民に民生委
員・児童委員の活動を周知しました。

西部地区民生委員児童委員協議会
会　長　　岩本　悦信

　毎年5月は「児童福祉週間」、「民生委
員・児童委員の日活動強化週間」です。
児童たちと対面できない期間が続き、よ
うやく各小学校の校門内にて、登校する
児童に笑顔の声かけ挨拶とリーフレット
配布を行うことができました。区民館や
施設でのポスター掲示に加え、街道の生
き生きした緑に「民生委員・児童委員は
あなたの身近な相談相手です」と記した
若葉色の横断幕を設置し、車窓に向けて
アピールしました。制度や活動を「正し
く知ってもらう」ことは、活動強化週間
の大きな目標であり、地域との関係づく

りや委員自らの意識の向上に繋がり活動を発展させます。西部地区民生委員児童委員協議会では、民生委
員活動を共に考え、情報を共有し活動の悩み、苦しみを受け止める場として互いに支え合います。
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児 童児 童
福祉部会福祉部会

「長老の極意を学ぶ」

� 西田　哲章
　「おはようございます。民生委員・児童委員の西田で
す。お変わりありませんか。」と、ご自宅にお伺いする
と、「元気に過ごしています。毎月来ていただいてあり
がとう。」と、とてもお元気な声で労いと感謝の言葉が
返ってきます。どなたも、知徳に優れた長老であり、人
生の達人者ばかりです。その極意は人さまざまであると
思いますが、先輩からの素晴らしい知恵や工夫話は自信
に溢れ満面の笑顔で包んでくれます。
　そこには、しあわせという大切なものがぎっしり詰
まっているように感じられます。笑顔のある人生を目指
して今後も活動を続けていきたいと思います。

「民生委員・児童委員　一年生」

� 角脇　弘實
　長かった単身赴任を終え、リタイア後何か地域への貢
献ができないかと考えていた時、区長さんより民生委
員・児童委員のお話をいただき、お引き受けし10か月が
過ぎました。
　最初の6か月は何をどのように行動すべきかわから
ず、手探りで活動を続けましたがやっと僅かですがなす
べきことが見えてきました。
　それはコミュニケーションをとることです。現在は、訪問時
にはできる限り話しかけ、話を聞くことを心掛けています。
　今後は積極的にイベント等に参加し、貢献できること
を探っていきたいと考えています。

中央児童相談所視察研修6月22日

東西児童福祉部会研修10月18日

図書券贈呈3月 8日

リーフレット配布5月12日

東 部

　東部地区においては、中央児童相談所視察研修を行いました。今後の
活動の参考になる、貴重なお話を見聞きすることができました。
　西部地区においては、卒業祝として各小学校へ図書券を贈呈しました。
また、民生委員の活動を広めようとリーフレットの配布を行いました。
　また、東西部会研修としてひきこもり支援について学び、委員間の親睦
も深めました。

民生委員・児童委員になっての抱負

西 部
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　東部地区においては、部会研修として認知症に関する研修と、あわ
ら地域包括支援センターによる介護保険制度についての研修を実施し
ました。
　西部地区においては、介護施設へ友愛訪問を行いました。訪問時に
は、委員が作成したプレゼントを、利用者の方へお渡ししました。

高齢者高齢者
福祉部会福祉部会

「私なりに…」

� 瀬戸　暢代
　私はこれまで寺の嫁として、高齢者・子育て世代・
子どもたちなど様々な年代の方々と接する機会があり
ました。
　家族の嬉しい話も、日常の小さな心配ごとも一人ひ
とりの声に耳を傾けてきたつもりです。
　この度、民生委員・児童委員をお受けするにあた
り、その経験を活かし、さらに福祉に関する必要な情
報やサービスを提供できるように、精進してまいりた
いと思います。
　どうぞよろしくご指導ください。

「最近感じること」

� 斉藤　節子
　田中温泉区の半分を担当しています。今年で４年目になります
が、民生委員・児童委員を拝命したほぼ同時期に、コロナ禍で活
動は大幅に制限されました。初めてのことだらけでとても不安で
したが、月に一度の要支援者の方々の訪問は続けていました。
　ようやく、コロナによる制限も緩和されて行きやすくなり、顔
も覚えていただき、会話が弾むようになりました。ご相談を始め
コンサートのお誘いやご近所の気になる方の情報もいただくよう
になりました。
　そして最近感じているのは、お話を伺うなかで生き方や考え方
を学ぶべきと思う方々が多いということです。
　「習うは一生」のことわざを座右の銘に、続けていきます。

部会研修（認知症について）2月25日

部会研修（介護保険制度について）6月14日

作業部会（プレゼント作成）8月22日

芦原メロン苑友愛訪問9月13日

東 部 西 部

民生委員・児童委員になっての抱負
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障がい者障がい者
福祉部会福祉部会

　東部地区においては、県立盲学校の学校見学会へ参加しました。また

部会研修では、就労継続支援B型の事業所見学を行いました。

　西部地区においては、各施設へタオル・クリスマスオブジェの贈呈や、

あわら病院の奉仕作業を行いました。

東 部 西 部

「活動で大事にしていること」

� 小坂　邦栄
　「お変わりありませんか。」
　元気な姿が見られることを願いながら、訪問先のベルを押
します。訪問の際、常に心がけていることがあります。それ
は、「思い込みをなくして、しっかり話を聴くこと」です。
　人々がもつ背景は実に様々です。先入観をもたずに真剣に
話を聴くことで、相手も安心して少しずつ心の内を話してく
れます。そこからの気づきを繋ぎ、よりよく生きるための力
になりたいと思っています。
　今後は、今まで以上に地域の実情を把握し、自分にできる
ことは何かを考え、身近な支援者として「聴くこと」を意識
しながら活動を行っていきたいです。

「言葉の交流・心の交流」

� 田中　昭俊
　令和4年12月1日より、民生委員・児童委員の任を受
け、大変さを知ることになりました。人と会い言葉を交
わしながら、笑顔で接しています。見守る方（訪問する
方）が障がい者、高齢者なので、いつの間にか入院して
いたり施設に入所していたりなかなか会えない方もいま
す。
　児童の見守りで気付いたことがあります。低学年で
しょうか？ランドセル、荷物等前後に背負って前屈みに
なって歩いている姿は痛々しいです。これからも頑張れ
と、声を掛けて見守っていきたいです。

県立盲学校見学会7月 1日 ハスの実の家
クリスマスオブジェ贈呈R4年12月21日

（株）ひなた工房
伊井事業所施設見学9月 6日 あわら病院 奉仕作業6月18日

民生委員・児童委員になっての抱負
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委員の活動紹介委員の活動紹介委員の活動紹介

伊井さつき祭り協力伊井さつき祭り協力

雪かき作業雪かき作業

輪島市民生委員児童委員協議会との
輪島市民生委員児童委員協議会との

意見交換会にて意見交換会にて

救命救急講座救命救急講座

こども食堂協力こども食堂協力

輪島輪島 KK
カブーレカブーレ

ABULETABULET にてにて
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民生委員・児童民生委員・児童民生委員・児童

熱中症予防チラシドリンク配布熱中症予防チラシドリンク配布
（東部地区）（東部地区）

あわら市防災士の会による防災学校参加あわら市防災士の会による防災学校参加

ハスの実パン工房ボランティア協力ハスの実パン工房ボランティア協力

見守り世帯へうちわ配布見守り世帯へうちわ配布
（西部地区）（西部地区）

ゲートキーパー研修ゲートキーパー研修
認知症予防講習認知症予防講習
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こ
ち
ら
の
広
報
編
集
委
員
で
作
成
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
面
を
通
し
て
、
日
頃
の
委
員
活
動
の

様
子
を
お
伝
え

で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

お
身
体
・
健

康
第
一
に
、
委

員
活
動
楽
し
ん

で
い
き
ま
し
ょ

う
！

D

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すD

◆�

市
功
労
表
彰
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・
長
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郁
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区
）

市
野　

三
郎	

舟
津
温
泉
５
～
９
・
13
・
15
～
18

西
田　

信
之	

舟
津
温
泉
１
～
４
・
10
～
12
・
14

阿
部　
　

博	

二
面
温
泉
１
～
８

田
中　

昭
俊	

二
面
温
泉
９
～
16

寺
下　

良
雄	

二
面
温
泉
17
～
24

　
　
　
　
　

	

二
面
温
泉
25
～
30

山
田　

裕
司	

田
中
温
泉
１
～
８
・
14
～
18

斉
藤　

節
子	

田
中
温
泉
９
～
13
・
19
～
22

増
木　

眞
二	

東
温
泉
１
～
６

増
木　

里
美	

東
温
泉
７
～
12

山
﨑　

義
直	

西
温
泉

菊
地　

治
男	

舟
津

岩
本　

悦
信	

二
面
７
～
14
・
17
～
18

角
脇　

弘
實	

二
面
１
～
６
・
15
・
16
、
牛
山
、
松
影

坪
川　

要
一
郎	

国
影
、
新
成

辻󠄀
田　

悦
子	

井
江
葭
、
横
垣
、
宮
王
、
桜

近
藤　

葉
子	

重
義
、
番
田
、
田
中
々
、
堀
江
十
楽
、
布
目

三
上　

慶
子	

轟
木
、
新
田
、
東
善
寺
、
谷
畠
、

	
	

上
番
、
根
上
り

清
水　

成
子	

仏
徳
寺
、
御
鷹
、
光
明
、
翠
明

齋
藤　

清
志	

中
番

北
嶋　

ま
り
子	

下
番
、
玉
木

前
川　

明
美	

河
間
、
河
水
苑
、
宮
前
公
文

近
藤　

浩
子	

北
本
堂
、
角
屋
、
中
浜

見
澤　

昌
純 	

北
潟
東
、
富
津

佐
賀　

繁
次	
北
潟
西
、
赤
尾

坪
田　

邦
江	
浜
坂

山
岸　

嘉
郎	

波
松
、
城
、
城
新
田
、
十
三
、
番
堂
野

主
任
児
童
委
員	

芦
原
地
区
全
域

小
西　

の
ぶ
子

森
川　

由
喜
惠

（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

任期　令和４年12月１日〜令和７年11月30日

あなたの地区の民生委員児童委員・主任児童委員


